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山村越c）駁…~………"…、
キャラクターマーケティングの先駆
多層的展開で地域ブランドを確立

ＪＲ境港駅！

(鬼太郎駅）

ＪＲ境港駅！

(鬼太郎駅） 水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

年は自治体広報や地域おこしと

いった分野でもこの手法が多用

されている。マンガやアニメ作

品と自治体とのタイアップの多

くもこの手法の応用である。

では地域がキャラクターを活

用するメリットとは何か。２点

挙げておきたい。まず、複雑な

地域の特性を擬人化することで、

わかりやすいイメージとして消

費者に伝えることができる点だ。

キャラクターとして人格を持た

せることで、消費者にモノとし

てではなく心がある対象として

親近感を持たせることが可能と

なる。もう１点は、持続可能性

の高さである。従来は観光大使

などでも、有名人を抜擢するこ

とが一般的であった。しかし有

名人の場合、スキャンダルが発

生すると一気に商品イメージを

損ねてしまうというリスクや、

加齢により長期間安定したイメ

ージを提供することが難しいと

いう問題点もある。その点、創

作されたキャラクターであれば

長期にわたり安定したイメージ

を維持できるのだ。

取県の境港市であろう。水木し

げる□－ドを中心に、約２０年

にわたり「ゲゲゲの鬼太郎」と

いう妖怪キャラクターを生かし

たまちづくりを展開してきた。

水木しげる□－ドは１９９３年、

同市出身の水木しげる氏の作品

に登場する妖怪をモチーフにし

たブロンズ像を､沿道に23体並

べることでスタート。２０１０年

には１３９体まで増えた。同□－

ドヘの年間の入込客数も、９３

年の約２万人から、０７年には

100万人を超え（148万人)、

１０年、１１年は２年連続で年間

３００万入超を記録した。この

数値は境港市の人口（約３万

５０００人）の100倍近い。

このように同□一ドヘの入込

客数が増え続けている背景には、

水木氏の圧倒的知名度の高さ、

妖怪という素材の良さ、関連す

るアニメや映画・ドラマの継続

的な製作・放映、という幸運が

あることは言うまでもない。

しかしそうした状況に甘んじ

ることなく、多様な関係者がキ

ャラクターを愛し、楽しみなが

ら多面的に活用（マルチユー

ス）していることが成功の大き

な要因だ。これによりキャラク

ターと地域（産業や歴史など

様々な資源）との結びつきが強
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水木しげる

記念館

マーケティングの世界に「キ

ャラクターマーケティング」と

いう言葉がある。いわゆるキャ

ラクタービジネスとしてキャラ

クター自体を販売することを指

す場合もあるが、近年注目され

ているのは、企業等のイメージ

アップや商品の販売促進を目的

として、他社あるいはオリジナ

ルのキャラクターを用いる手法

としての「キャラクターマーケ

ティング」である。というのも、

市場が成熟化し消費者の噌好性

が多様化する中で、商品の差別

化が重要な課題となってきてい

るからだ。

これは観光地のマーケティン

グにおいても同様だ。「ゆるキ

ャラ｜に代表されるように、近

■、

20年にわたる取り組みの歴史

こうした地域によるキャラク

ターマーケティングの成功事例

として、まず挙げられるのは黒
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ＪＲ西日本筑線の境港駅前

２００４年、妖怪ブロンズ像の

整備主体であった市が財政難に

陥り、観光協会と境港商店街連

合会、同□－ド振興会、水木プ

ロダクションが「妖怪ブロンズ

像設置委員会」を設立。１体

１００万円でスポンサーを募集

したところ、全国の個人や企業

から申し込みが殺到した。ブロ

ンズ像にはスポンサー名が刻ま

れる。つまりスポンサーも、境

港において妖怪を用いたキャラ

クターマーケティングを展開し

ていることになる。これは地域

ブランドが確立している境港だ

からこそ可能な財源確保の手法

ではあるが、キャラクターマー

ケティングの可能性を示す事例

として特筆に値しよう。

水産資源など、水木しげる□

－ド以外の地域観光資源を具体

的にどうアピールしていくかと

いう大きな課題も抱えているが、

同市が自治体によるキャラクタ

ーマーケティングのトップラン

ナーであることは間違いない。

常に先駆的取り組みを行う同市

に今後も学ぶところ大である｡回
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緯については、境港市観（写真提供:伊藤現氏）

光協会会長の桝田知身氏著「ゲゲゲの鬼太郎ゲタ飛ばし大

『水木しげる□－ド熱闘記』会」（９９年～)、「妖怪そっくり

（２０１０年、八一ベスト出版）コンテスト」（06年～)、「妖怪

に詳しい。同書はまさに現場の川柳コンテスト」（０６年～)、

記録の集大成であり、観光まち「境港妖怪検定」（０６年～）と

づくり関係者必読の書としておいったイベントを、地元の商工

薦めしたい。 会議所や観光協会、青年会議所

と水木プロダクションの協力で

キャラクターのマルチユース実施している。

まず１点目は、ブロンズ像に３点目は、地域住民が積極的

とどまらず、官民一体となってに参画している点である。「水

関連施設の整備やコンテンツの木ロード振興会」「鬼太郎音頭

積極的な活用が行われている点保存会」「水木□－ドを育てる

である。 会」「ゲゲゲのしげる会」とい

例えば、ＪＲ西日本境線が鬼った組織が住民によって結成さ

太郎キャラクターのラッピングれ、「鬼太郎」「妖怪」をテーマ

列車を運行（９３年～)、民間のに「水木しげる□－ド」の活性

まちづくり会社が「妖怪神社」化に自主的に取り組んでいる。

を建立（OO年)、ＪＲ西日本境そして４点目は、観光協会に

線が米子駅から境港駅までをよるメディアを通した情報の積

「観光路線化」し１６駅に妖怪極的発信である。同協会は水木

の愛称を付与（０５年)、隠岐汽しげる□－ド関連の書籍を何冊

船が「鬼太郎フェリー」を就航も発行しているように、非常に

（06年～)、鳥取県警が境港駅高い情報発信力を持つ。テレビ

前交番の愛称を「鬼太郎交番」や新聞などマスメディアを通し

に決定（０６年)、米子空港が愛た話題提供も非常にうまい。

称を「米子鬼太郎空港」に決定境港成功の裏には、こうした

（１０年）－などである。官民様々な層での積極的な取り

２点目は、様々なイベントが組みがあることを忘れてはなら

継続的に行われている点である。ない。
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